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内容の要旨及び審査の結果の要旨
Ｃ型慢性肝炎に対するインターフェロン（IFN）療法では，治療終了時に血清ALT値の正常化と血中HCV-RNAの
陰性化を60～80％と高率に認める。しかしながら，治療終了後，約50％にHCV-RNAが再出現するとともに血清ALT
値の上昇が見られ，IFN療法の大きな問題点となっている。この血中HCV-RNAが再出現する機序として，血中には
存在していなくとも肝組織中にHCVが残存している可能性等が考えられているが，IFN療法時の肝組織中HCV-RNA
の推移についてはこれまで報告が少なく，未だ不明な点が多く残されている。そこで，IFN療法時の肝組織中HCV‐
RNAの動態を明らかにするために，本研究では30例のＣ型慢性肝炎症例を対象に，IFN療法前後の肝組織中HCV-
RNAを測定し，さらに治療効果との関連について検討し，以下の知見を得た。
１）治療前には，血中HCV-RNAは29例（96.7％)，肝組織中HCV-RNAは測定した14例すべてに陽性であった。治
療終了時には，血中HCV-RNAは６例（20％)，肝組織中HCV-RNAは11例（36.7％）に検出され，肝組織中にお
ける陽性率が高かったものの有意差は認められなかった。
２）治療前後で肝組織中HCV-RNA量を測定した13例では，１２例にウイルス量の減少が認められ，ＩＦＮの抗ウイルス
効果が示された。
３）IFN治療終了時，血中HCV-RNA陰性の24例中６例（25％）に肝組織中HOV-RNAが陽性であり，ウイルス血症
消失後も肝組織中にＨＣＶの残存する例が存在することが明らかとなった。これらの６例では経過観察中に全例再
燃を認め，著効となるためには少なくとも肝組織中HCV-RNAまで陰性化する必要があるものと考えられた。
４）治療終了時に血中・肝組織中ともにHCV-RNAが陰性の18例では著効は８例（44％）にすぎず,両者陰性例であっ
ても再燃例を多く認めた。したがって，血中のみでなく肝組織中HCV-RNAまで測定しても，治療効果予測にはな
お限界があるものと思われた。
以上，本研究は今後IFN療法を効率よく行ううえで，臨床的に重要な知見を与えた点が評価され，肝臓病学上価値
のある研究と認められた。
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